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平成 19 年２月期 10 月度の概況についてのお知らせ 

 

 平成 19 年 2 月期 10 月度の概況を、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

１． 単体売上高速報 （百万円） 

 ３月 ４月 ５月 １Ｑ ６月 ７月 ８月 ２Ｑ 上半期  

売上高 3,543 3,171 2,978 9,693 2,633 3,194 3,211 9,038 18,731  

対前年同月増減率 41.1% 35.6% 37.5% 38.1% 29.5% 19.1% 9.4% 18.1% 27.7%  

 ９月 10 月 11 月 ３Ｑ 12 月 １月 ２月 ４Ｑ 下半期 年度累計

売上高 2,972 2,685   

対前年同月増減率（実質） 23.5% 18.0%   

対前年同月増減率（名目） 18.5% 13.0%   

（注） ・  平成 18 年 9月１日に株式会社テイツーのアイ・カフェ事業部門を会社分割し、子会社の株式会社アイ・カフェ

に承継したため、平成 18 年 9月以降の単体売上高にはアイ・カフェ事業部門の売上は入っておりません。 

・  対前年同月増減率(実質)は、比較対象としている前年の単体売上高には、9 月以降はアイ・カフェ事業部門の

売上高を控除した数字を使用しております。 

・  対前年同月増減率(名目)は、比較対象としている前年の単体売上高は、従来どおり 9 月以降もアイ・カフェ事

業部門の売上高を含めた数字を使用しております。 

 

２． 事業セグメント別 既存店売上高速報（対前年同月増減率） 

 ３月 ４月 ５月 １Ｑ ６月 ７月 ８月 ２Ｑ 上半期  

古本市場事業 31.8% 25.9% 24.7% 27.7% 16.9% 13.9% 4.4% 11.2% 19.2%  

アイ･カフェ事業 7.2% 9.1% -1.2% 5.2% 13.9% 4.8% 1.0% 5.8% 5.3%  
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 ９月 10 月 11 月 ３Ｑ 12 月 １月 ２月 ４Ｑ 下半期 年度累計

古本市場事業 17.5% 12.0%   

アイ･カフェ事業 0.1% -2.4%   
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（注） ・事業セグメント別既存店売上高速報には連結対象子会社の売上高も含まれているため、「１」の単体売上高の対

前年同月増減率とは連動いたしません。 

・アイ･カフェ事業は、連結対象子会社である㈱アイ・カフェの売上高の対前年同月増減率を記載しております。 

・ＥＣ事業は、連結対象子会社である㈱ユーブックの売上高の対前年同月増減率を記載しております。 

・既存店は、開店後 13 ヶ月目からを既存店舗と定義しております。 

 



３．営業概況 

 

 10 月度は、人気タイトルの発売により、新品ゲームの売上高が好調であったため、テイツー単体

売上高は対前年同月増減率（実質）で 18.0%増の 2,685 百万円となりました。 

古本市場事業の既存店売上高につきましては、9月 28 日に発売された「ＤＳポケットモンスター

ダイヤモンド」「ＤＳポケットモンスターパール」の売上好調が続いたことに加え、10 月 5 日「Ｐ

Ｓ２ドラゴンボールＺスパーキング！ＮＥＯ」の発売により、新品ゲームを中心に売上が好調に推

移いたしました。こうした結果、古本市場事業の既存店売上高は対前年同月比 12.0%増となりまし

た。 

アイ･カフェ事業につきましては、「チゲ鍋うどん」や「ちゃんぽん」など秋限定季節メニューが

好評を得たほか、一部の店舗において頭を鍛えるインターネット学習コンテンツを導入するなど、

魅力ある店舗創りに注力しましたが、前期と比べて土曜日の数が一日少なかった影響などにより、

既存店売上高は対前年同月比 2.4%減となりました。 

ＥＣ事業につきましては、、、、     の会員または新規会員登録をされた方でメルマガ購読登録

をしてくださった方、および商品を売ってくださった方をそれぞれ抽選で、ニンテンドーＤＳ Lite

などをプレゼントする会員登録＆メルマガ購読キャンペーンを実施するなど販促活動に注力した結

果、売上高は対前年同月比 3.7%増となりました。 

  

４．出退店の状況 

 06/9 末店舗数 出店数 退店数 06/10 末店舗数 

古本市場事業 １１７ １ ０ １１８ 

（古本市場直営店） ８４ １ ０ ８５ 

（古本市場業務提携･ＦＣ店） ２８ ０ ０ ２８ 

（ブック･スクウェア） ５ ０ ０ ５ 

アイ･カフェ事業 ３２ ０ ０ ３２ 

（直営店） １６ ０ ０ １６ 

（ＦＣ店） １６ ０ ０ １６ 

合計 １４９ １ ０ １５０ 

 

 

（注）売上高は、公表日までのデータに基づいた速報ベースであり、修正される可能性があります。 

また、監査法人による会計監査は受けておりません。 

 

 

 

 

 


